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線
著述年　正元元年（1259）
聖寿　３８歳
場所　鎌倉
原本　漢文
昭和定本　89～136頁


線
「さんなくどう」とも読む。
三悪と略し、三悪趣ともいう。地獄・餓鬼・畜生の三つをいう。生ある者が作った悪行や罪の結果として、死後に趣（おもむ）く世界、またはあり方を（道）という。これに修羅を加えて四悪趣（道）という。

線
閻浮は南閻浮提（えんぶだい）のこと。
須弥山（しゆみせん）の四方に世界があり、南方が閻浮提。南閻浮提は東・西・北の他の三州に比べ、仏に会う縁の深さにおいてすぐれている。
その南閻浮提の中でも日本は法華経の流布する国で、もっともすぐれているとみる日蓮聖人の日本観を示す表現である。

線
爪上の生　　爪上とは爪の上にのるわずかな土のことで、きわめて少ないことのたとえ。
人間の身を受けることのまれなことにたとえる。「閻浮日本爪上の生」は、人間と生まれることのむずかしさだけでなく、法華経と因縁の深い日本国に生を受けることのまれなことをいう。
また法華信仰者の少ないことも爪上の土にたとえる。涅槃経にみえる語。
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線
仏日　　仏のこと。
仏の徳が広く世間にゆきわたって衆生を利益することを、日輪が世界を照らし闇を除くことにたとえて「仏日」という。「余光」は仏の教法をさす。

線
四依　　依りどころとなる法と人に四種あること。涅槃経などに説く。
法の四依とは「法に依って人に依らざれ、義に依って語に依らざれ、智に依って識に依らざれ、了義経に依って不了義経に依らざれ」である。
人の四依とは三賢四善根、須陀洹（しゆだおん）・斯陀含（しだごん）・阿那含（あなごん）・阿羅漢（あらかん）をいう。
日蓮聖人は、依るべき法となる了義経は法華経であるとし、また人の四依を小乗・大乗・迹門・本門の四種に区別し、末法の四依は本化地涌の菩薩であり、自らがそれにあたると自覚した。

線
三蔵の法流　　仏の教法を翻訳する訳者のこと。三蔵は経・律・論の三種で、ここでは仏法のこと。

線
実経　　真実の経、真実を説く経の意。
仏が自らの悟りのままに説かれた教えが実経。日蓮聖人にとっては法華経だけが実経で、他の諸経はすべて権（ごん）経。

線
論師　　経に精通した人、また論を作って仏法を広める人のこと。日蓮聖人は論師の語でインドの仏教者をさす。

線
権経　　かりの経、方便としての経の意。
仏が衆生を教化するのに、衆生の能力に応じて説かれた真実に導くための手だてとしての経のこと。法華経以外のすべての経をいう。

線
人師　　論師や訳者の教説を受けて仏法を弘める者のこと。
日蓮聖人は「人師」の語で中国・日本の仏教者をさす。
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線
法華・真言の直道
法華経と大日経・金剛頂経・蘇悉地（そしつじ）経の真言三部経、さらに天台法華宗と真言宗の教えを成仏へのまっすぐで最短の道とする。日蓮聖人は守護国家論・立正安国論などの初期の段階では真言宗を肯定していたが、後には本門法華の立場から批判を加えた。

線
浄土三部経　　極楽浄土へ往生することを説く無量寿経・観無量寿経・阿弥陀経のこと。

線
謗法　　誹謗正法の略で、仏の教えをそしること。
一般的には仏教に悪口をあびせることが謗法とされるが、日蓮聖人は教主釈尊の真実の教えである法華経をそしることを謗法とし、最大の罪とみた。
また釈尊の真意を知りながら積極的にそれを伝えようとしないことも謗法とみた。
聖人は謗法を止め正法を立てることにより国土の安穏を実現しようとした。そのため聖人は法難に耐え幕府への諫暁をはじめとする法華経の弘通に生涯を捧げた。


線
四聖　　生類を十界に分けるうち、迷いの世界である六道（六凡）に対して、悟りの世界である声聞・縁覚・菩薩・仏を四聖という。


線
帝釈　　帝釈天のこと。釈提桓因（しやくだいかんいん）ともいう。
帝釈はもとインド神話の最高神インドラで、仏教に取り入れられて梵天王とともに仏法を守護する神となる。
須弥山（しゆみせん）頂の忉利天（とうりてん）喜見城に住み、四天王を従える三十三天の主。
釈尊が修行中に種々に姿を変えて求道心を試したが、成道の後は守護に努めた。法華経では眷属二万とともに会座に列なる。日蓮聖人も法華経守護の善神として敬い、大曼荼羅にも勧請している。


線
浄土決義鈔　　浄土決疑鈔とも記し、園城寺公胤（一一四五―一二一六）の撰で、三巻よりなるが現存しない。
法然の生存中に選択集の一向専修思想を批判した書で、法華経に「即往安楽」の文があり、観無量寿経に読誦大乗の往生業を説いているのに、法然がこれに反して念仏だけを説くのは誤りであると非難した。
しかし、公胤は後に法然の教えを受けて自分の誤りを知って本書を焼き捨てたと伝える。


線
弾選択　　定照（じようしよう）の作で一巻。
法然の選択集を破折した書であるが、その内容は本書が早くに散逸したため明らかでない。
本書に対し浄土宗の隆寛が顕選択を作って反論したが、そのため叡山大衆の怒りを買い、嘉禄三年（一二二七）奥州へ流罪となる因となった。


線
摧邪輪　　明恵房高弁（一一七三―一二三二）の著作で三巻よりなる。
法然が選択集において菩提心を否定し、聖道門を群賊に譬えたことを二種の大過と指摘し、さらに十三種の過失をあげて破折したもの。
高弁は本書に続いて摧邪輪荘厳記（しようごんき）（一巻）を作り、さらに三つの非難を加えた。その批判も念仏の存在を認め、諸行往生の立場からであったから、日蓮聖人は念仏の根本的批判となっていないと評した。
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線
正像末　　正法と像法と末法の略。仏の滅後において教えの行なわれる時期を正・像・末の三時に分ける。
（１）正法時。教と行と証との三つが具現されている時期。
（２）像法時。像は「似」の意で、証りを得る者はないが、教と行とは存して正法時と相似した仏法が行なわれる時期。
（３）末法時。教だけあって行も証も欠けた時期で、仏教衰滅の時期。三時の年限について異説があり、正・像二時については、
（イ）正法五百年、像法千年、
（ロ）正法一千年、像法五百年、
（ハ）正・像各五百年、
（ニ）正・像各千年の四説があり、末法については正像の後の一万年とすることは一致している。
日蓮聖人は正・像各千年説を採用し、仏滅後二千年を経て末法に入るとした。
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線
善知識　　善き友、真の友人。
仏教の正しい道理を説き、利益を与え悟りの道へ導いてくれる人をいう。悪知識に対する語。
法華経妙荘厳王本事品では、善知識は衆生に菩提心を起こさせると説く。善知識を重視した日蓮聖人は、末法には真の善知識がいないので法華経を善知識とするという。
また聖人は、聖人に迫害を加えた北条時宗を善知識と呼んだ。これは法華経提婆達多品でお釈迦さまが提婆達多を善知識と仰いだ如く、聖人に法華経色読の縁を結ばせたことからの表現である。
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線
華厳経　　釈尊が菩提樹の下に坐して悟りを得られた時の心境を説いたもの。
全世界はビルシャナ（太陽を仏に表現したもの、大いなる太陽の意）仏が姿を現わしたものであるとし、一微塵の中に全世界を含み、一瞬の中に永遠を含むという、一即一切・一切即一の法界（ほつかい）観を説く。
日蓮聖人は、天台の五時八教判にもとづき、二乗作仏・久遠実成を説かない華厳経は、法華経より劣るものと批判している。
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線
摩竭陀（提）国　　
古代インドの十六大国の一。現在のビハール州に当たる。
釈尊在世中の説法教化の中心地。
釈尊はこの国のネーランジヤラー河のほとりにある菩提樹の下で悟りを開いた。
法華経を説いた霊鷲山はこの国の首都王舎城の東北にある。


線
寂滅道場　　
（一）釈尊が悟りを開かれた場所。
マガダ国のネーランジャラー河のほとりにある。
（二）華厳経を説かれた場所。マガダ国の伽耶城の南の菩提樹の下とされている。


線
放光瑞
　　法華経序品に説かれる。釈尊が法華経を説かれる前に示した六の瑞相の一つ。
眉間から光明を放って東方万八千の世界を照らしたこと。


線
序品
法華経第一章。霊鷲山に集った人びとの前に、六種の瑞相（ずいそう）が現われ、弥勒菩薩と文殊師利菩薩の対話で、一大事の法華経が説かれることが明かされる。


線
弥勒菩薩　　
未来に釈尊の仏位を継ぐとされる菩薩で、一生補処（いつしようふしよ）の菩薩といわれる。
釈尊より先に入滅して兜率天（とそつてん）に生まれ、五十六億七千万年の後に再びこの世に下生（げしよう）して成道し、釈尊の説法にもれた衆生を救済するという。
法華経では迹化（しやつけ）の菩薩として、仏に説法をするようしむける発起衆（ほつきしゆ）という重要な役割を担っている。


線
文殊師利菩薩　　
梵語マンジュシリーの音写で、妙吉祥・妙徳と訳す。釈尊の左の脇士（きようじ）として智・慧・証の徳をつかさどる。
智恵の威力を象徴して獅子に乗っている。
法華経序品では釈尊の法華説法を予告し、提婆品では竜女の成仏を明かす。
日蓮聖人は、大曼荼羅本尊の中に迹門の菩薩の代表として列ねている。


線
一代五時　　
釈尊が成道から入滅にいたる生涯に説いた大小乗の教えを、華厳・阿含・方等・般若・法華涅槃の五時に区別したもので、天台宗の所立。
（１）華厳時。釈尊成道後三七日の間、菩薩らに華厳経を説く。
（２）阿含（鹿苑）時。華厳経の後鹿野苑（ろくやおん）などで十二年間小乗の阿含経を説いた。
（３）方等時。阿含の後八年間、維摩経・勝鬘経などの諸大乗経を説いた。
（４）般若時。方等の後二十二年間、般若経を説いた。
（５）般若の後八年間法華経を説き、入滅に際し一日一夜に涅槃経を説く。
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線
方便品　　
法華経第二章。序品で三昧に入った釈尊が出定（しゆつじよう）して舎利弗に向かって、仏の智恵に方便と真実の二智があり、ただ仏のみ知るだけで二乗には難信難解であるといって、諸法実相・十如是の法を説いた。
舎利弗の三度の請願に対し、釈尊は三度制止したが、更なる懇願に釈尊は妙法を説いて、仏の出現は仏知見を開示悟入（かいじごにゆう）せしめるためであると述べて、三乗の方便、一仏乗の真実を明らかにしたのである。


線
四天王　　
四大天王ともいう。須弥山（しゆみせん）の中腹にある四王天の主で、帝釈天に仕え、八部衆を支配して、仏法と仏法に帰依する人びととを守護する護法の神。
この世を護り仏法を守護することを誓願とするから護世（ごせ）四天王ともよばれる。
東方の持国天王、南方の増長天王、西方の広目天王、北方の多聞（たもん）天王（毘沙門（びしやもん）天王）の四王をいう。
日蓮聖人は法華経の守護神として四天王を重視し、大曼荼羅の四方に大書して法華経守護の相を示している。


線
大自在天　　
摩醯首羅（まけいしゆら）天のこと。自在天ともいう。
もとインドのバラモン教におけるシヴァ神の異称。
はじめは梵天の下位にあったが、のちに世界創造の最高神となり、その住処は色界の頂上にある色究竟（しきくきよう）天とされる。
仏教に組み入れられて仏法の守護神となる。


線
転法輪　　
仏の説法のこと。
輪は転輪聖王の輪宝（武器の一種）で、それが転がって自在に敵を破砕するように、仏の説法も一切衆生の煩悩を打破するので、法輪という。
釈尊が成道して最初に五比丘のために法を説いたことを初転法輪という。

線
毘沙門天王　　
四天王の一人。多聞（たもん）天ともいう。
須弥山の中腹第四層の天にいて北方を守護する神。
夜叉・羅刹をひきいて常に仏の道場を守り、法を聞くところから多聞天と名づける。
法華経の説法には聴衆として眷属とともに列座し、陀羅尼品では法華経の行者守護の誓いを説く。
日蓮聖人は大曼荼羅に四天王の一人として左上に法華経守護の善神として記している。


線
ねはんぎょう　涅槃経　　
大般涅槃経（だいはつねはんぎよう）の略。漢訳に曇無讖（どんむしん）訳の四十巻（北本）と慧観・慧厳（えごん）・謝霊運らが法顕訳の六巻本を校合整理した三十六巻（南本）がある。
釈尊の入滅は方便であり、仏は常住不滅であると説き、また「一切衆生悉有仏性（しつうぶつしよう）」を説く。天台智顗（ちぎ）は五時の最高に位置づけ法華経を補完する経とみた。日蓮聖人も智顗の思想をうけつぎ法華経にもれた者を救う経とみた。聖人は同経に説く「法に依れ」という教えや悪比丘を折伏すべしとの誡めを自己の教学・実践の中核においた。
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線
十二部経　　
十二分経（じゆうにぶんきよう）ともいう。
仏典の叙述の形式や内容によって経典を十二に分類したもの。
修多羅（しゆたら）はその一つで、散文によって教えを説いている。
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線
四諦　　
仏教の説く四つの基本的真理で、人生問題とその解決法についての四種の聖なる真理の意。
苦諦（人間の生が苦であるという真実）、
集諦（苦の原因が煩悩や妄執であるという真実）、
滅諦（苦の原因を滅ぼすという真実で、煩悩や執着を断つことが悟りの境地すなわち涅槃（ねはん）であるということ）、
道諦（悟りに導く実践という真実で、涅槃に達するためには八正道の正しい修行に励むべきであるということ）。


線
華厳海空　　
華厳経の教えのこと。
海空とは海印三昧のことで、静かな海面にすべてのものの姿を映すように、仏の智恵の海に一切の法をはっきりと現わし出すことをいう。
華厳経は仏が海印三昧の境地で説かれた経であることをさす。
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線
阿含経　　
原始仏教（もっとも初期の仏教）の経典をいう。
歴史上の釈尊が説いたと思われる言葉を数多く含んでおり、成立史的には華厳経よりも早い。
長阿含・中阿含・増一阿含・雑阿含の四種を数える。
日蓮聖人は天台の五時八教判にもとづき、阿含経は第二時、小乗の教えで、法華経よりも数段劣る経と断定している。


線
涅槃
梵語ニルヴァーナの音写。
煩悩の火を吹き消した状態、さとりの境地をいう。
煩悩の根本といわれる貪（むさぼ）り・瞋（いか）り・愚（おろ）かの三毒の迷いを滅した状態をいう。
また生命の火が吹き消されたということで、入滅・死去をもいう。


線
波羅奈国　　
中インドの古代国家の名。現在のベナレス市を中心とした一帯の地域。釈尊の当時、バラモン教の聖地として修行と教学がさかんに行なわれていた。
ゆえに釈尊も最初の説法を、阿若憍陳如ら五比丘のためにこの地の鹿野苑（ろくやおん）で行なった。


線
五比丘　　
釈尊が出家した時、浄飯王（じようぼんのう）の命令により、釈尊とともに修行した倶隣（くりん）（阿若憍陳如（あにやくきようじんによ））・頞鞞（あび）・跋提（ばつだい）・十力迦葉（じゆうりきかしよう）・拘利太子（くりたいし）の五人。
釈尊が苦行をやめた時、鹿野苑に移って修行を続けたが、釈尊が成道して最初に教えを受け、悟りを開いた。
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線
方等経　　
広く大乗経一般をさし、大方等経という。
また天台智顗が一代仏教を整理体系づけた五時教判にもとづいて、華厳部・般若部・法華涅槃部に属さない大乗経典をさして方等経と呼ぶ。
この中には、真言宗の大日経や浄土宗の阿弥陀経なども含まれる。
日蓮聖人は後者の意味で用いている。
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線
じゅうはちかい　十八界　　
六根（眼・耳・鼻・舌・身・意）と六境（色・声・香・味・触・法）と六識（眼識・耳識・鼻識・舌識・身識・意識）との十八の要素種類のことで、われわれの色心（しきしん）二法を開いたもの。
このうち六根の中の意根を除く五根と六境の中の法境を除く五境の十は色法（物質的存在）で、六識と意根とは心法（心の働き）である。
法境だけは半（なか）ば色に属し、半ば心に属する。


線
はんにゃきょう　般若経　　
くわしくは摩訶般若波羅蜜経。般若波羅蜜（智恵によって悟りに達すること）の真理を説いた経典の総称。鳩摩羅什訳や玄奘訳をはじめ多数の漢訳が現存する。
日蓮聖人は、天台智顗の五時教判にもとづき、第四時所属の方便権経と批判し、法華の最勝真実を強調した。
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線
むりょうぎきょう　無量義経　　
一巻。南斉の曇摩伽陀耶舎（どんまかだやしや）訳（四八一年）。
徳行品・説法品・十功徳品の三品から成る。
法華経の序論に相当する内容から、法華経の開経とされ、観普賢経とともに法華三部経をなす。
説法品の「四十余年未顕真実」の文は、法華経とそれ以前の諸経との勝劣を判定するもので、日蓮聖人もこの文をもって法華経以前の諸経を方便の経、法華経を真実の経と判定する文証としている。


線
仁王経　　
漢訳に鳩摩羅什（くまらじゆう）訳二巻と不空訳二巻がある。
波斯匿（はしのく）王などの国王を聴衆として護国の因縁を説く内容から、中国・日本を通じて護国の経典として尊重されてきた。
日蓮聖人は羅什訳によって、末法の三災七難の様相を説明している。なお密教では不空訳を用いる。


線
しじゅうよねん　四十余年　　
無量義経説法品に「四十余年にはいまだ真実を顕さず」と説き、法華経涌出品には「これ（成道）より已来（このかた）始めて四十余年」と説く。
教主釈尊出世の本懐である法華経は、華厳・阿含・方等・般若などの方便の教えを説いた後、最後の八年に説かれた真実の説法であるとする。
「四十余年」の語で仏が衆生の機根に応じて説かれた方便権教を意味し、仏一代の説法における真実経と方便経とを分別する。
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線
じょしょうるつう　序正流通　　
序分・正宗分・流通分のこと。
経典などを解釈する時、その内容から三段に分科する時の名称。
序分とは教義を明かす前提となるいわれ、因縁段のこと、正宗分とは教義の中心を明かす正説段のこと、流通分とは経の利益を説いてその流通を促す部分のこと。
日蓮聖人は、仏一代五十年の説法を序正流通の三段に分け、次第に中心を絞り込んで、一代仏教の中心は法華経寿量品にあるとした。
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線
法華経　　妙法蓮華経のこと。鳩摩羅什訳、八巻（ただし、羅什訳は七巻）。
漢訳はほかに正法華経（竺法護訳、十巻）と添品妙法蓮華経（闍那崛多・達摩笈多訳、七巻）がある。二十八品より成り、天台大師智顗の分科にもとづき、前半十四品を迹門、後半十四品を本門という。
迹門は、方便品を中心に三乗差別の教えは方便で、一仏乗の教えを説いて一切衆生を仏の世界に導くことが釈尊の本懐であることを顕わす。
本門は、寿量品を中心に、釈尊は永遠の昔にすでに仏と成り、それより未来永遠にわたって人びとを救済しつづける久遠の仏であることを明らかにする。
そしてこの娑婆世界も永遠不滅の浄土であることを顕わす。天台智顗は迹門を中心に教学を組織したが、日蓮聖人は本門を中心に教学と信仰を樹立し、妙法五字の題目を弘めたのである。
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線
　観普賢経　　一巻。劉宋の曇摩密多（どんまみつた）の訳（四四二年）。釈尊入滅の直前に大林精舎で説かれた。仏は三か月後に入滅すべきことを宣言し、法華経の受持と六根懴悔（さんげ）の法を説示した。その内容が法華経の最終章の普賢菩薩勧発品（かんぼつぽん）を承（う）けて説かれていることから、天台智宮（ちぎ）によって法華経の結経と判定され、法華三部経の一つとされる。
観普賢経　　一巻。
劉宋の曇摩密多（どんまみつた）の訳（四四二年）。
釈尊入滅の直前に大林精舎で説かれた。
仏は三か月後に入滅すべきことを宣言し、法華経の受持と六根懴悔（さんげ）の法を説示した。
その内容が法華経の最終章の普賢菩薩勧発品（かんぼつぽん）を承（う）けて説かれていることから、天台智顗（ちぎ）によって法華経の結経と判定され、法華三部経の一つとされる。
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線
涅槃経　　
大般涅槃経（だいはつねはんぎよう）の略。漢訳に曇無讖（どんむしん）訳の四十巻（北本）と慧観・慧厳（えごん）・謝霊運らが法顕訳の六巻本を校合整理した三十六巻（南本）がある。釈尊の入滅は方便であり、仏は常住不滅であると説き、また「一切衆生悉有仏性（しつうぶつしよう）」を説く。天台智顗（ちぎ）は五時の最高に位置づけ法華経を補完する経とみた。日蓮聖人も智顗の思想をうけつぎ法華経にもれた者を救う経とみた。
聖人は同経に説く「法に依れ」という教えや悪比丘を折伏すべしとの誡めを自己の教学・実践の中核においた。
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線
歴劫修行　　
劫はきわめて長い時間、無限の時間をいい、菩薩が仏に成るために限りなく長い時間をかけて種々の修行をすること。
日蓮聖人は、法華経以前の諸大乗経は歴劫修行の成仏で、法華経のみが即身成仏の経であると強調した。


線
転輪聖王　　
転輪王、輪王ともいう。
武力を用いず正法をもって全世界を治めるとされる理想的な帝王。
三十二相と七宝を具えるという。
転輪聖王に金銀鋼鉄の四種があり、金輪王は四大州すべてを治め、銀輪王は東南西の三州、銅輪王は東南の二州、鉄輪王は南閻浮提のみを治める。
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線
金光明経　　
漢訳に曇無讖（どんむせん）訳四巻と義浄訳十巻がある。わが国では法華経・仁王経とともに護国の三部経として尊重されてきた。
また奈良時代から諸国の国分寺や宮中の最勝会（さいしようえ）で読誦し講説されたのは義浄訳である。
日蓮聖人も義浄訳の四天王護国品の文を引用し、末法の災難の様相を説く経証としている。


線
爾前　　
「その前」の意。法華経が説かれた以前の釈尊の教え、経典のこと。
天台大師の五時判では、法華経以前を方便権教、仮りの教えと見る。
日蓮聖人も天台の説にもとづいて爾前の経々では成仏できないと「爾前無得道（にぜんむとくどう）」を強調する。


線
俗諦・真諦・中諦　　
諦は真理の意で、天台大師が実相の真理を明かすものとして独自に組織した空（くう）・仮（け）・中の三諦（さんだい）のこと。
すべての存在は実体がないから縁によって仮に生じ存在していると見るのが俗諦＝仮諦。
すべての存在はとらわれの心が考えるような実体はなく空無のものであると見るのが真諦＝空諦。
すべての存在を一面的な空・仮を超えた絶対なものとするのが中諦。
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線
二乗作仏　　
声聞（しようもん）と縁覚の二乗が仏と成ること。
法華経の二大法門の一つで、前半十四品（迹門（しやくもん））の中心思想。
華厳経や維摩経などの諸大乗経では成仏不可能とされた二乗、すなわち小乗の修行者も一乗妙法の教えによって平等に成仏することができると説く。
法華経の救済がすべてにわたることを示す。
日蓮聖人は久遠実成（くおんじつじよう）とともに法華最勝の論拠とする。


線
久遠実成　　
釈尊はインドのブッダガヤーにおいてはじめて覚りを開いたのではなく、悠久の昔に成仏しているということ。
法華経の二大法門の一つで、後半十四品（本門）の中心思想。特に如来寿量品で説き顕される。
ブッダガヤーの菩提樹の下で覚りを開いた仏は仮の姿で、真実は永遠の過去に仏と成り、それより常に人びとを教化し救済してきたといい、久遠の本仏、無始の古仏ともいう。
日蓮聖人は二乗作仏（さぶつ）とともに法華最勝の論拠とする。
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線
已今当　　
法華経法師品の文。
「已（すで）に説き、今（いま）説き、当（まさ）に説かん」とある。
仏みずから法華経は、已（すで）に説かれた四十余年の大小乗の一切の諸経、今（いま）説かれた無量義経、当（まさ）に説かれるであろう涅槃経と比べて、もっともすぐれた経典であり、信じがたく解（さと）りがたい経典であると宣言した語。
日蓮聖人はこの「已今当」の三字をもって法華最勝の証文とする。
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線
多宝仏　　
多宝如来ともいう。東方宝浄世界の教主で、
入滅した後に法華経の説かれるどのような場所にでも出現して、法華経が真実であることを証明する仏。
法華経宝塔品で七宝塔とともに大地から涌現し、生身の釈尊と並座することによって久遠実成の仏身をも証明する仏。
日蓮聖人はこの多宝如来の証明を法華最勝の論拠の一つとしている。


線
分身の諸仏　　
分身とは衆生を導くために作られ分かたれた仏の身をいい、十方の世界で人びとを教化している釈尊の分身の諸仏のこと。
宝塔品で多宝塔を開くために法華説法の座に来集し、神力品（じんりきほん）で舌を梵天にとどかせて、釈尊の法華説法の真実を証明した。
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線
末法　　
仏教の時代観である正法時・像法時・末法時の三時の一で、釈尊入滅後二千年を過ぎた濁悪の時代。
仏の教えだけが残り、人がいくら修行しても悟りを得ることのできない時代で、末代・末世ともいう。
仏法が次第に衰え滅びていくという末法思想は、インドでは六世紀ごろに、中国では隋・唐の時代に見られる。
日本では平安時代から広まり、鎌倉仏教の法然・親鸞・道元などの宗教は、いずれも末法思想をどのように受けとめ克服するかというところに生まれた。

日蓮聖人は末法の時代と人びとを救う教えは妙法蓮華経に限ると、題目の受持を勧めた。
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線
てんだいだいしちぎ　天台大師智顗　　
538～597。天台宗の開祖。
中国の南北朝から隋にかけて中国仏教を統一し、天台教学を樹立した。
法華玄義・法華文句・摩訶止観の天台三大部を講述し、法華経が最高真実の教えであるとする五時八教説を立て、一念三千の実践行を説いた。
日蓮聖人の教学は天台の思想に大きな影響を受けているが、聖人は、天台は法華経迹門中心の思想で、自らは本門中心であると区別している。


線
みょうらくだいし　妙楽大師　　711～782。湛然（たんねん）。中国天台宗第六祖。荊渓（けいけい）大師とも称する。
天台教学の宣揚につとめ、華厳宗や法相宗・真言宗などの教学を意識しつつ、天台三大部の注釈である法華玄義釈籤・（しやくせん）法華文句記・摩訶止観輔行伝弘決（ふぎようでんぐけつ）をはじめ多数の著述において、諸宗の見解を批判し、天台円教の優秀さを主張したので、天台宗中興の祖とされる。
日蓮聖人は天台大師と同じく妙楽大師の法華超勝思想を継承している。
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線
了義経　　
涅槃経に出る語で、仏法の真実の教理を直接に完全明白に述べ尽くしている経のこと。
これに対して方便の教えを説いているのが不了義経。
日蓮聖人は一切経の中で法華経だけが本当の了義経であるとする。
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線
頭陀　　
煩悩の垢を払い落とし、衣食住に関する貪（むさぼ）りの心を払いすて、ひたすら仏道の修行をすること。
これに衣について二、食について四、住について六の十二種の行法がある。
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線
普賢菩薩　　
釈尊の脇士（きようじ）として右脇に侍し、理・定・行の徳をつかさどり、もろもろの菩薩たちの上首として仏の教化を助ける。
法華経勧発品では、法華経を信ずる者のために白象に乗って現われ行者を守護すると説く。
日蓮聖人は、大曼荼羅本尊の中に迹化の菩薩の代表として列ねている。


町　行象
線
閻浮提　　
閻浮は樹木の名、提は洲と訳す。
仏教の宇宙観では、宇宙の中心に須弥山（しゆみせん）があり、その四方に四大洲があって、南を閻浮提という。われわれの住む世界、現実の人間世界、娑婆世界をいう。
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線
二乗　　
声聞乗・縁覚乗のこと。
二乗は現世における煩悩を断った聖者（阿羅漢）であるが、自己の完成だけをめざして他人の救済を忘れたものとして、大乗から小乗と非難された。
大乗経典の多くは二乗を仏に成れないとしたが、法華経では二乗も本来菩薩であるという開会（かいえ）の立場から二乗の成仏を説く。
日蓮聖人は、二乗作仏を法華経が諸経にすぐれる二大特色の一つとして強調した。
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線
　華厳宗　　南都六宗の一。華厳経を依経として立てられた宗派。五教十宗の教判を立てて一代仏教を判釈し、華厳経を最高の経典とし、法界縁起の世界観を説く。日本へは天平八年（七三六）に道璿（どうせん）が伝えた。日蓮聖人は、華厳宗は大乗諸宗の中ではすぐれたものであるが、二乗作仏・久遠実成を説かないから、法華宗より劣ると批判する。


線
法相宗　　
南都六宗の一。解深密経（げじんみつきよう）・成唯識論（じようゆいしきろん）など六経十一論を所依とし、中国唐代の玄奘が伝え、慈恩大師窺基（きき）が開いた。
唯識の立場から諸法のあり方（法相）を分析し究明するので法相宗という。日本では南都六宗の中で最もさかんであり、三乗説を主張して一乗を説く天台宗や三論宗と論争を展開した。
日蓮聖人は法華経至上主義に立って、法相宗の三乗真実説を邪義謗法と批判している。


線
深密経　　
玄奘訳、解深密（げじんみつ）経五巻のこと。法相宗の根本聖典。万有の存在の実性を明かし、実践の行法を説く。
一切は心の現われであるという唯識思想を初めて説いた経とされる。
日蓮聖人は、天台智顗の五時教判にもとづき、深密経を第三時方等部所属の方便権経と批判する。


線
五性各別　　
法相宗では衆生が先天的に具え決して変えることのできない性質を、菩薩定性（じようしよう）・縁覚定性・声聞定性・不定性・無性（むしよう）の五に分け、第一と第四の一分とは成仏できるが、第二・第三・第五の三種と第四の一分とは成仏できないと説いて、すべての者の成仏を認める法華宗と対立する。


線
三論宗　　
南都六宗の一。竜樹の中論・十二門論とその弟子提婆（だいば）の百論との三部の論にもとづいて立てられた宗。
三論は鳩摩羅什によって漢訳され、吉蔵により大成された。
日本へは六二五年に慧灌（えかん）によって伝えられた。


線
二蔵　　
三論宗の教判。
声聞・縁覚の二乗の道を説いた声聞蔵＝小乗と、菩薩の道を説いた菩薩蔵＝大乗のこと。
小乗と大乗との区別を立てるが、大乗経の中での区別は説かない。
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町　行象
線
旧訳・新訳　　
中国の仏典翻訳史において、唐代の玄奘およびそれ以後を新訳といい、それ以前の訳経を旧訳と呼ぶ。
さらに旧訳を区分して、鳩摩羅什以前の訳を古訳（こやく）ということもある。


線
一代聖教　　
一代とは釈尊が菩提樹の下で悟りを開いてから入滅するまでをいい、聖教とは釈尊が衆生を救済するために説いた教えをいう。
全仏教をさす。天台智顗は一代聖教を五時八教に整理体系づけ、釈尊一代の説法の真意は法華経にあることを明らかにした。
日蓮聖人も天台の説を受けつぎ、法華経の最勝真実を強調した。


線
十界互具　　
十界とは、迷いと悟りの世界を十に分けたもので、地獄・餓鬼・畜生・修羅・人・天の六道（輪廻転生（りんねてんしよう）する迷いの世界）と、声聞・縁覚・菩薩・仏の四聖（ししよう）（悟りの世界）をいい、六道四聖ともいう。
互具とは、これら十界のそれぞれには、地獄の中にも仏があるというように、他の九界がそなわっていること。
天台智顗（ちぎ）がはじめて説いたもので一念三千論の基本となる教理である。
十界が互いに十界をそなえて百界、百界に十如是（によぜ）を相乗して千如是、千如是に三世間を相乗して三千世間となり、この三千世間がわれわれ凡夫の一念にそなわっているとする。一念三千論において智顗が十如是を中心としたのに対して、日蓮聖人は十界互具を一念三千論の基本とし成仏の原理とした。聖人は凡夫が仏と成ることができるのは、人界に仏界がそなわっていてはじめて可能であると説く。


線
久遠実成　　
釈尊はインドのブッダガヤーにおいてはじめて覚りを開いたのではなく、悠久の昔に成仏しているということ。
法華経の二大法門の一つで、後半十四品（本門）の中心思想。
特に如来寿量品で説き顕される。ブッダガヤーの菩提樹の下で覚りを開いたではなく、真実は悠久の過去に仏と成り、それより常に人びとを教化し救済してきた。
久遠の本仏、無始の古仏ともいう。
日蓮聖人は二乗作仏（さぶつ）とともに法華最勝の論拠とする。


線
五教　　
華厳宗の教判。
小乗教（阿含経など）・大乗始教（般若経・解深密経（げじんみつきよう）など）・大乗終教（起信論など）・大乗頓教（維摩（ゆいま）経など）・一乗円教（華厳経・法華経など）の五教に分け、さらに円教に同別二教を立てて、諸教を超えた無尽の仏法を説く華厳経を絶対的な別教一乗として上位に、法華経を三乗に共通する同教一乗として下位に置いた。
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線
頓教・漸教　　
頓はすみやかに、漸は漸次に、の意。
説法の内容や形式からの区別で、教判に用いられる。
すみやかに悟りを得ることのできる教えが頓教で、順序を経て長い間漸進的に修行して悟りを得るのが漸教。
また、いきなり深い内容を説くのが頓教で、浅い内容から深い内容へと漸次に説き進めるのが漸教。


線
三時教　　
法相宗の教判。
法相宗では釈尊一代の教説を第一時の有教（うきよう）（阿含経など）・第二時の空教（般若経など）・第三時の中道教（華厳経・深密（じんみつ）経など）の三時に分ける。
中道教は宇宙万有の真実の相を有または空とする両極端の考えから離れ、非有非空（ひうひくう）の中道を顕わした最上の教とする。
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線
序正流通　　
序分・正宗分・流通分のこと。
経典などを解釈する時、その内容から三段に分科する時の名称。
序分とは教義を明かす前提となるいわれ、因縁段のこと、正宗分とは教義の中心を明かす正説段のこと、流通分とは経の利益を説いてその流通を促す部分のこと。
日蓮聖人は、仏一代五十年の説法を序正流通の三段に分け、次第に中心を絞り込んで、一代仏教の中心は法華経寿量品にあるとした。


線
多宝如来
東方宝浄世界の教主で、入滅した後に法華経の説かれるどのような場所にでも出現して、法華経が真実であることを証明する仏。
法華経宝塔品で七宝塔とともに大地から涌現し、生身の釈尊と並座することによって久遠実成の仏身をも証明する仏。
日蓮聖人はこの多宝如来の証明を法華最勝の論拠の一つとしている。

線
序正流通　　
序分・正宗分・流通分のこと。経典などを解釈する時、その内容から三段に分科する時の名称。
序分とは教義を明かす前提となるいわれ、因縁段のこと、
正宗分とは教義の中心を明かす正説段のこと、
流通分とは経の利益を説いてその流通を促す部分のこと。
日蓮聖人は、仏一代五十年の説法を序正流通の三段に分け、次第に中心を絞り込んで、一代仏教の中心は法華経寿量品にあるとした。
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線
四王天　　
六欲天（欲界に属する六層の神々の世界）の一つで、天界のうち最下層。須弥山（しゆみせん）の中腹の四方にあり、東方に持国天王、南方に増長天王、西方に広目天王、北方に多聞天王（毘沙門（びしやもん）天王）がそれぞれ眷属とともに住する。
この天界の一昼夜は人界の五十年にあたる。この四王天の上が忉利天（とうりてん）で須弥山の頂上にあり、その主が帝釈天（たいしやくてん）である。


線
過去七仏　　
釈尊以前にこの世に現われたといわれる七仏のこと。
毘婆尸（びばし）仏・尸棄（しき）仏・毘舎浮（びしやぶ）仏・拘留孫（くるそん）仏・拘那含牟尼（くなごんむに）仏・迦葉（かしよう）仏・釈迦牟尼仏をいう。


町　行象
線
阿難　　
原名はアーナンダで阿難陀と音写。釈尊の十大弟子の一人。
提婆達多の弟で釈尊のいとこに当たる。
侍者として釈尊に常随給仕し説法を聴聞することが多かったので、多聞第一と呼ばれる。
釈尊滅後に仏典の結集が（けつじゆう）行なわれた時には、経典の誦出に重要な役割を果たした。
日蓮聖人は法華流通史を述べる時、迦葉（かしよう）・阿難と並べ記し、正法時代の仏法流布の先駆者として評している。


線
双林最後　　
双林はクシナーラにあった沙羅（しやら）双樹の林。
釈尊はここで涅槃経を説かれ、入滅されたから、涅槃経を双林最後の経・仏の遺言といい、入滅の時を双林最後という。
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線
理深解微　　
法然が選択集の中で道綽（どうしやく）の安楽集を引用して、法華・真言などの聖道門の教えを批判した語。
法華経・涅槃経などは理論が深いために、末世の人間の劣った智恵では理解できることは少なく、修行にたえられず成仏できないという。



(44)

I N
A
A

e e

oo

I |
e I
s e e |

OO0OO0O0O0O0O0O0O0O0O0O00O0000000O0O0O0O0O0O0O0O00000000O00O000O00 008

oooo ooooog

OO000O00000O0 000000000000 OO0 OO0O0O0O0O0O0O0O0O0O000O0000

o o o o oo ooooo

OO00O0O0OO0O0C 0000000000000 000000000 0000000 00a 08

I N
A

A

I o B Y

N I _H__H__H__H__H__H__H__H__H__H__H__H__H__H__H__H__H_

o oo oo o

N N N


線
文殊師利菩薩　　
梵語マンジュシリーの音写で、妙吉祥・妙徳と訳す。釈尊の左の脇士（きようじ）として智・慧・証の徳をつかさどる。
智恵の威力を象徴して獅子に乗っている。
法華経序品では釈尊の法華説法を予告し、提婆品では竜女の成仏を明かす。
日蓮聖人は、大曼荼羅本尊の中に迹門の菩薩の代表として列ねている。


線
迦葉　　
正しくは摩訶（まか）迦葉といい、仏の十大弟子の一人で、頭陀（ずだ）（衣食住に関する煩悩を払い除く修行）第一といわれた。法華経の会座（えざ）で光明如来の授記を受け、仏滅後は教団の中心にあって指導し、仏典の編集（結集（けつじゆう））を行なった。
付法蔵の第一として小乗教を二十年弘めた。
日蓮聖人は迦葉への授記を二乗作仏の実例としてあげ、法華経が諸経に超勝することを強調している。


線
阿難　　
原名はアーナンダで阿難陀と音写。釈尊の十大弟子の一人。提婆達多の弟で釈尊のいとこに当たる。
侍者として釈尊に常随給仕し説法を聴聞することが多かったので、多聞第一と呼ばれる。
釈尊滅後に仏典の結集が（けつじゆう）行なわれた時には、経典の誦出に重要な役割を果たした。
日蓮聖人は法華流通史を述べる時、迦葉（かしよう）・阿難と並べ記し、正法時代の仏法流布の先駆者として評している。
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線
別時意趣　　
四意趣（平等意趣・別時意趣・別義意趣・衆生意楽（いぎよう）意趣）の一つ。
意趣とは仏が説法する時の意向。別時意趣とは、すぐには利益が得られないで、後に（別時に）利益が得られるような場合、ただちに利益が得られるように説くこと。方便による教化。

日蓮聖人は、守護国家論で法然が小善成仏を別時意趣としたと批判したが、選択集にその明文は見えず、聖人は善導が一称南無仏を別時意趣としたから法然も同じとみて批判した。
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線
正像末　　
正法と像法と末法の略。仏の滅後において教えの行なわれる時期を正・像・末の三時に分ける。
（１）正法時。教と行と証との三つが具現されている時期。
（２）像法時。像は「似」の意で、証りを得る者はないが、教と行とは存して正法時と相似した仏法が行なわれる時期。
（３）末法時。教だけあって行も証も欠けた時期で、仏教衰滅の時期。三時の年限について異説があり、正・像二時については、（イ）正法五百年、像法千年、（ロ）正法一千年、像法五百年、（ハ）正・像各五百年、（ニ）正・像各千年の四説があり、末法については正像の後の一万年とすることは一致している。日蓮聖人は正・像各千年説を採用し、仏滅後二千年を経て末法に入るとした。


線
爾前　　
「その前」の意。法華経が説かれた以前の釈尊の教え、経典のこと。天台大師の五時判では、法華経以前を方便権教、仮りの教えと見る。日蓮聖人も天台の説にもとづいて爾前の経々では成仏できないと「爾前無得道（にぜんむとくどう）」を強調する。


線
末法　　
仏教の時代観である正法時・像法時・末法時の三時の一で、釈尊入滅後二千年を過ぎた濁悪の時代。仏の教えだけが残り、人がいくら修行しても悟りを得ることのできない時代で、末代・末世ともいう。仏法が次第に衰え滅びていくという末法思想は、インドでは六世紀ごろに、中国では隋・唐の時代に見られる。日本では平安時代から広まり、鎌倉仏教の法然・親鸞・道元などの宗教は、いずれも末法思想をどのように受けとめ克服するかというところに生まれた。日蓮聖人は末法の時代と人びとを救う教えは妙法蓮華経に限ると、題目の受持を勧めた。



(49)

I N N I

oo

N

OO0O0OOO0OOO0OO0OO0O00O00O0O0O00O000000000O00 0000000000000 08
o o e

OO00O0O0OO0O0OO0OO0OO0OO0OO0O0O0O00O0O00O0O0O0O0O0 00000000 0000000000
N N T I I
N N T I I
A

oo
N e |

N T I I

oooo

OO0MMOO0OOCOO0O00 00000000000 000000000 0000000004

oo

OO0O0O0OO0OO0O0OO0OO0O0O0O0O0O0O0O0O0O0O0000O000O000000000000O0 000

Ooon

e e e |

A |


線
伝教大師最澄　　
七六七～八二二。日本天台宗の開祖。はじめ東大寺で受戒したが、やがて比叡山に登り独学で天台智顗（ちぎ）の著作を研究。延暦二十三年（八〇四）入唐し、円密禅戒の四宗を相承して帰国。
法相宗の徳一と仏性論争をたたかわし、南都僧綱との間に大乗戒壇別立論争を展開した。著書に守護国界章・法華秀句・顕戒論などがある。
日蓮聖人は最澄を法華経の行者と見て、三国四師の外相承の師に列ねて尊敬した。
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線
双観経　　
無量寿経のこと。同経は二巻から成るため双観経・双巻経とよばれる。


線
道綽　　
五六二～六四五。中国浄土教の第二祖。十四歳で出家し、涅槃経を深く究めたが、四十八歳の時、曇驚の碑文を見て感ずるところあり、涅槃宗を捨てて浄土教信仰に入った。安楽集二巻を著わす。法然は選択集の巻頭に安楽集を引いて、聖道・浄土二門の教判を立てて開宗の理由を示した。日蓮聖人は、教法の浅深をわきまえず、方便権経の浄土三部経に依る聖浄二門判を仏意に背くものと批判した。


町　行象
線
五濁　　
末世に起こる五つの精神的肉体的および社会的な災厄をいう。
劫濁（こうじよく）（時代の汚れ、社会悪）、
見（けん）濁（思想上の汚れ）、煩悩濁（欲望や執着による汚れ、人間悪）、
衆生濁（人間の身心が弱くなり苦しみの多くなること）、
命（みよう）濁（人間の寿命が短くなること）の五つ。
人間とその思想・社会・経済などすべてが濁り汚れた悪世の中の状態で、人びとは闘争を好む。
五濁の起こる時代を「五濁悪世」といい、末法と重ねて考えられた。


線
善導　　
六一三～六八一。中国浄土教第三祖。道綽から浄土教を学び、観経疏などを著わし教学を大成した。
修行に正・雑二行を立て、称名念仏を正行、他を雑行と否定した。
法然は観経疏により宗教的回心をしたので、善導を尊敬し「偏（ひとえ）に善導に依る」といっている。
日蓮聖人は、善導を教法の浅深を知らない謗法の師であると批判し、その臨終の死にざまを法華経を謗った罪による現身堕獄の現証であると指摘している。


線
慈恩大師　　
六三二～六八二。窺基（きき）のこと。中国法相宗の元祖。
玄奘の弟子となり訳経に従事。成唯識論（じようゆいしきろん）を訳出し、法華玄賛・法苑義林（ほうおんぎりん）等を著わす。
日蓮聖人は、慈恩は法華玄賛を著わして法華経を讃めているようだが、その一乗方便説は法華の心を死（ころ）すものと批判し、また身は移らないが心は天台宗に帰伏した人と見ている。
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線
恵心僧都源信　　
九四二～一〇一七。平安中期の天台宗の僧。
九歳で比叡山に登り良源に師事し、顕密二教を究めた。しかし名利を嫌って横川（よかわ）に隠棲し著述に従事。
往生要集を著わして念仏を勧め、一乗要決を著わして法華一乗思想を強調し法相宗の五性各別説を破折した。
日蓮聖人は初期の安国論などでは天台宗の先師と見ていたが、身延入山以後には浄土教発展の源をなしたとして、法華経師子身中の虫と厳しく批判した。


線
往生要集　　
恵心僧都源信著、三巻。永観三年（九八五）の著。
源信が念仏による往生極楽を説く諸経論の要文を集め、念仏の易行を説いたもの。
本書が契機となって法然浄土教が生まれ、念仏信仰の全盛を導くこととなった。
日蓮聖人は、本書のはたした浄土教史上の意義を指摘し、恵心を法華経・伝教大師の師子身中の虫と厳しく批判している。


線
顕密　　
顕教と密教の略。
顕教とは、衆生の機根に応じて言語文字などにより明瞭に説かれた教えのこと。
密教とは、大日如来が悟りの境界を説いた教えのこと。真言宗では、顕教を応身釈迦の所説、密教を法身大日如来の所説とし、密教の優位を説く。
日蓮聖人は、大日経などの真言経は二乗作仏・久遠実成を説かないから法華経より劣ると批判し、真の秘密教は法華経であると主張した。
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線
三乗　　
三種の乗物の意。乗物とは人びとを悟りに導く教えのこと。
声聞乗・縁覚乗・菩薩乗の三つをいう。
声聞・縁覚は小乗、菩薩は大乗である。
声聞は四諦の理により、
縁覚は十二因縁を観じ、
菩薩は六波羅蜜を修して、悟りを得るとされる。
仏は衆生の機根に応じて種々に教えを説いたが、法華経は三乗の差別を説くのは方便で真実には一仏乗に帰すべきことを説き、二乗の成仏を認めた。
法相宗では三乗の差別を真実とし、一乗を方便とする。
日蓮聖人は、法相宗の三乗真実説を邪義謗法として否定し、二乗作仏を説く法華経に仏の本懐があると強調した。
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線
観経　　
観無量寿経のこと。浄土宗の根本聖典である浄土三部経の一つ。
釈尊が韋提希（いだいけ）夫人のために、阿弥陀仏とその浄土の荘厳を説いたもの。
中国の善導は観経疏を著わして、仏意はもっぱら弥陀の仏名を称（とな）えるにあるとした。
法然源空はこれによって日本浄土宗を開き、専修念仏を広めた。
日蓮聖人は天台の五時八教判にもとづき、第三方等部に属する方便権教にすぎないと批判している。


線
歴劫修行　　劫はきわめて長い時間、無限の時間をいい、菩薩が仏に成るために限りなく長い時間をかけて種々の修行をすること。日蓮聖人は、法華経以前の諸大乗経は歴劫修行の成仏で、法華経のみが即身成仏の経であると強調した。
歴劫修行　　
劫はきわめて長い時間、無限の時間をいい、菩薩が仏に成るために限りなく長い時間をかけて種々の修行をすること。
日蓮聖人は、法華経以前の諸大乗経は歴劫修行の成仏で、法華経のみが即身成仏の経であると強調した。


線
往生　　
この世の命が終わって、他の世界（兜率（とそつ）天・三十三天・極楽世界など）に生まれること。
浄土教では、現実の娑婆世界を厭い捨てて極楽世界に往き生まれることをいう。
日蓮聖人は法華経本門の教説によって、われわれの生きている娑婆世界こそが真の浄土であると説いて、法然浄土教で主張する極楽往生を否定した。


線
成仏　　
悟りを開いて仏に成ること。成道・得道・作仏と同じ。仏教の根本目的。
釈尊は永い間の修行を経て仏と成り、すべての人びとを仏とするべく多くの教えを説いた。
法華経以前の諸経は方便権経で、成仏には永い時間を必要とし、また二乗も女人も救われなかった。
法華経は一念三千・久遠実成を説いて、二乗も悪人も女人もすべての成仏を説く。
日蓮聖人は妙法五字の題目受持による即身成仏を強調した。
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町　行象
線
外道　　
仏教以外の他の宗教・哲学およびその信奉者たちをいう。
仏教を内道というのに対する語。外教・外法などともいい、後には邪法・邪義・邪説の意をもつ貶称として用いられる。
日蓮聖人は、外道について二天三仙、三種外道などについて記し、仏法に入る初門と位置づけている。
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線
令法久住　　
法華経宝塔品の文。「法をして久しく住せしめん」と読む。
釈尊が仏滅後における法華経の流通を勧められた語。
日蓮聖人は、この文を仏が末法に法華経を弘通することを命じた文（仏勅）と受けとめ、数々の法難に耐えて末法の人びとに法華経の信仰を勧めた。
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線
已今当　　
法華経法師品の文。「已（すで）に説き、今説き、当（まさ）に説かん」とある。
仏みずから法華経は、すでに説かれた四十余年の大小乗の一切の諸経、今説かれた無量義経、まさに説かれるであろう涅槃経と比べて、もっともすぐれた経典であり、信じがたく解（さと）りがたい経典であると宣言した語。
日蓮聖人はこの「已今当」の三字をもって法華最勝の証文とする。


線
八部衆
（天・竜・夜叉（やしや）・乾闥婆（けんだつば）・阿修羅（あしゆら）・迦楼羅（かるら）・緊那羅（きんなら）・摩睺羅迦（まごらが））の中の正法と正法を信奉する人と国とを守護する神。
日蓮聖人は「守護の善神」と熟語している。
そして善神は正法の法味を食してその威力を発揮するが、正法が失われた国は捨去して天上に帰ってしまい、そこに災難が起こると見た。


線
五濁　　
末世に起こる五つの精神的肉体的および社会的な災厄をいう。劫濁（こうじよく）（時代の汚れ、社会悪）、見（けん）濁（思想上の汚れ）、煩悩濁（欲望や執着による汚れ、人間悪）、衆生濁（人間の身心が弱くなり苦しみの多くなること）、命（みよう）濁（人間の寿命が短くなること）の五つ。
人間とその思想・社会・経済などすべてが濁り汚れた悪世の中の状態で、人びとは闘争を好む。五濁の起こる時代を「五濁悪世」といい、末法と重ねて考えられた。
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線
十喩　　
法華経薬王品に説かれた法華経が諸経の中で最高の経であることを示すための十の喩え。
十とは、大海・須弥山・月天子・日天子・転輪聖王・帝釈天・大梵天王・阿羅漢辟支仏・菩薩・仏である。
日蓮聖人も法華最勝の経証として、十喩の文をしばしば引用する。
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線
五五百歳　　
大集経月蔵（だいしつきようがつぞう）分では、仏滅後の二千五百年間の仏教の衰退ぶりを五つに区分し、これを五箇の五百歳という。
解脱堅固（げだつけんご）・禅定（ぜんじよう）堅固・読誦多聞堅固・多造塔寺堅固・闘諍（とうじよう）堅固（闘諍 言訟 白 法隠没（とうじよう ごんしよう びやく ほうおんもつ））の五で、堅固とは仏の予言の通りの時代が間違いなく実現するという意。
これを三時説に配当し、正法千年、像法千年、末法万年の初めとする。
日蓮聖人は、自身の時を第五の五百歳、末法の初め、法華経広宣流布の時とした。
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線
大論　　
大智度論の略称。竜樹造、鳩摩羅什訳、百巻。
大品般若経の注釈書。空の思想を説くほか、大乗の菩薩思想や六波羅蜜などについて詳述し、さらにジャータカや戒律まで記している。
内容の豊富さから大乗仏教諸宗に与えた影響は大きい。日蓮聖人は、大論巻百の法華経を菩薩に付嘱した文を再三引用し、竜樹も法華最勝を認めていた文証とする。
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線
人師　　
論師や訳者の教説を受けて仏法を弘める者のこと。
日蓮聖人は「人師」の語で中国・日本の仏教者をさす。
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線
一念信解　　
法華経分別功徳品の文。
一念とは日常刹那のきわめて短い時間。寿量品の久遠実成を（くおんじつじよう）聞いて、わずかばかりも信仰を生ずること。
法華経の信心修行の位で最初の初信の位をいう。
分別品では一念信解の功徳は、六波羅蜜の中で般若波羅蜜を除く五波羅蜜（布施・持戒・忍辱・精進・禅定）の修行に百千万億倍すぐれると説く。
日蓮聖人は、末法の修行は信心にあることを説く経証とする。


線
恵心僧都源信　　
九四二～一〇一七。平安中期の天台宗の僧。九歳で比叡山に登り良源に師事し、顕密二教を究めた。しかし名利を嫌って横川（よかわ）に隠棲し著述に従事。
往生要集を著わして念仏を勧め、一乗要決を著わして法華一乗思想を強調し法相宗の五性各別説を破折した。
日蓮聖人は初期の安国論などでは天台宗の先師と見ていたが、身延入山以後には浄土教発展の源をなしたとして、法華経師子身中の虫と厳しく批判した。


線
往生　　
この世の命が終わって、他の世界（兜率（とそつ）天・三十三天・極楽世界など）に生まれること。
浄土教では、現実の娑婆世界を厭い捨てて極楽世界に往き生まれることをいう。
日蓮聖人は法華経本門の教説によって、われわれの生きている娑婆世界こそが真の浄土であると説いて、法然浄土教で主張する極楽往生を否定した。


線
成仏　　
悟りを開いて仏に成ること。成道・得道・作仏と同じ。仏教の根本目的。
釈尊は永い間の修行を経て仏と成り、すべての人びとを仏とするべく多くの教えを説いた。法華経以前の諸経は方便権経で、成仏には永い時間を必要とし、また二乗も女人も救われなかった。
法華経は一念三千・久遠実成を説いて、二乗も悪人も女人もすべての成仏を説く。
日蓮聖人は妙法五字の題目受持による即身成仏を強調した。
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線
一乗要決　　
恵心僧都源信著、三巻。寛弘三年（一〇〇六）の著作。
法華経の一乗思想を強調し、一切衆生に仏性が存することを明らかにして、法相宗の五性各別（ごしようかくべつ）説を破折した。
日蓮聖人は、源信の往生要集と一乗要決の述作の意図について、源信の本意は一乗要決を著わすことにあったと見て、仏の先権後実の化導にたとえている。
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線
一闡提　　
闡提とも略し、断善根、信不具足と訳す。
善根を断じていて仏となることの可能性をもたない者、いかに修行しても絶対に悟ることのできない者をいう。
法華経・涅槃経では闡提成仏の可能性を説く。
日蓮聖人は、法華経をそしる謗法不信の者を一闡提とし、彼らも本仏釈尊の大慈悲により成仏できると説いて、法華経の救済の広大無辺さを強調する。
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線
小善成仏　　
小さな善根が仏果を成ずる原因となること。
法華経方便品には、仏塔の供養・仏像造立・仏画の戯作・華香供養・一称南無仏などの小善根も、成仏の因であることを説いている。



(71)

I N
A
OO0OOOO0OOO0O0O0O00O0O0O0OOooOo0ocoOof0oooOooOoooooOoooOoOoooonon

e e e e o

N e |

ooo

N ) I Y

oo

N N N N N

OO0O0O0O0OO0OOO0OOooOnO

O ooo

OOO0OO0OO0O0O00O000O00O0000O0O0000O000O00O000O000 O 000000000000
e e |

OO0OO0O0O0OOO0OO0O0OO0 00000000000 0000 0000000000000 0008

OO00O0O00O00O0O0OoO0oOoOoOoOoOoooOn

oo

N o
I e e

e e e



(72)

Ooooooooo oooo oo ooooo ooooo

N N N N N I

ooooo oooo oooo oooooo ooo ooo oooo

N N N N

oooo ooo ooo oooooog

OO0 OO0 O0O0O0O0O0 00000000 00000000 00000000000848a

OOO0O0OO0OooOm

e o w  w
A
e e

N e e e e e e

oo oo o

N e o o

oo ooog

N N N N N N

OO000O0O 0000000000 0000000000000 000000000000 O

ooo

N e

Y
e A

e



(73)

N N N I I
A |

OOO0OOO0O0O00O0CcO00OooOO0oooO0OOooOoOoOoO0ooOooOoOooOooooOoooooOon

N N N N N N

OO0O0O0OO0OO0OOMOO0O0O0O00 0000 OO0 000000000000 O0O00 0 000

Oooo oooo oo oooo ooooo

o e e e e e e e e e e e e Y e e e e Y o e o s
|

I o o Y

N N O A Y O O
N N T I I
e e e
e e e

e e e

N I I |

N N N


線
聖道・浄土　　
聖道門とは、この娑婆世界で修行し、悟りを開き、成仏しようとする教えで、法相・三論・天台・真言などの自力の修行を説く諸宗をさし、
浄土門とは、娑婆世界を穢土として厭（いと）い捨てて極楽浄土に往生して生死を離れようとする教えをいい、他力の念仏を説く浄土宗をさす。
道綽が安楽集にはじめて聖道・浄土の二門判を立て、法然はこれを引用し開宗の依り拠とした。


線
難行・易行　　仏
の本願力によって浄土へ行ける易行に対し、みずからの修行実践によって悟りにいたる方法を難行という。
竜樹の十住毘婆沙論にもとづき、中国・日本の浄土教諸師に受けつがれ、とくに法然は称名念仏の一行を易行とし、それ以外のすべての修行を難行として否定した。


線
正行・雑行　　
一般には悟りにいたる正しい修行を正行という。
浄土教では、善導が観経疏に浄土に往生するための読誦・観察・礼拝・称名・讃歎供養の五種を正行とし、それ以外の種々の行を雑行とした。
法然は善導の説を受けつぎ、正雑二行の得失を論じて、念仏専修を勧めた。
日蓮聖人は、この主張は釈尊と法華経をはじめ諸仏・諸経を捨てさせる謗法であると批判している。
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線
決定性　　
決定している本性の意。法相宗で説く五性（ごしよう）の中で、声聞（しようもん）・縁覚・仏に成ることが決まっているもののこと。
不定性（ふじようしよう）・無性（むしよう）に対する語。
この三種の中で、決定声聞種性と決定縁覚種性の二種は、二乗に決定していて永久に成仏できないから決定性の二乗といわれる。
しかし、この二乗も法華経によって成仏の保証を受けることができるのである（二乗作仏）。
日蓮聖人は二乗作仏を法華経の二大法門の一つと説く。


線
無性　　
無仏性の略で、仏性のない者のこと。法相宗で説く五性の一つで、無性有性、無性種性ともいい、絶対に仏となることのできない者のことをいう。
しかし、法華経・涅槃経では無性の一闡提も成仏の可能性があると説く。
日蓮聖人も本仏の大慈悲による無性の闡提の成仏を強調する。
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線
教相　　
教相判釈のことで、仏が一代に説かれた諸経の成立順序を体系的に整理し配列し、教義の浅深勝劣を明らかに分別し判定すること。
天台智顗の五時八教や三種教相、日蓮聖人の五重相対や四種三段などがそれである。
また観心に対して、その経の説かれるにいたった因縁や説法の趣旨、教理などを究明することをいう。
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線
玄義　　
法華玄義のこと。十巻。
天台智顗が法華経の経題について講義したものを弟子の章安灌頂が筆録した書。名（みよう）・体・宗（しゆう）・用（ゆう）・教の五重玄義によって解釈した。
日蓮聖人は玄義からも多くの文を引いて自義の援証とするが、天台が名玄義を妙法蓮華経、体玄義を諸法実相と区別するのに対し、聖人は五重玄義ともに妙法蓮華経であるとする相異がある。


線
持経者　　
受持法華経者の略。
平安時代から鎌倉時代にかけて、法華経を信仰し、法華経の読誦・書写などの行に専念した修行者たちをさす。持経者には救済の論理はなく、ただ経力により利益を得ようとするものであった。
日蓮聖人は、法華経受持の理念を論理化し、みずから実践することによって、持経者と区別して、自身を法華経の行者と規定した。
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線
臨終正念　　
死に臨んで迷いの心を起こさず、心を正し安らかに成仏を信じ疑わないこと。
浄土教では臨終の行儀を重視し、弥陀の来迎を期すべきことを説く。
日蓮聖人は、若き日に念仏者の臨終悪相を目撃した体験から念仏を否定し、妙法五字の題目受持によって臨終正念を得ることができると説く。


線
法華文句のこと。十巻。
天台智顗が法華経の文々句々について講義したものを弟子の章安灌頂が筆録した書。
一経二十八品を分段して一経三段・二経六段の科文を立て、因縁・約教・本迹・観心の四種の解釈を加える。
日蓮聖人は文句の経文解釈を継承しながら、色読（しきどく）という宗教体験をふまえて独自の法華経観を説く。
また二経六段の科文を承けて、天台の法華経弘通を迹面本裏、みずからのそれを本面迹裏と規定した。
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線
地住　　
菩薩の発心から悟りを得るまでの修行の階位を五十二に分けた五十二位（ごじゆうにい）（十信・十住・十行・十廻向・十地・等覚・妙覚）の中の十地と十住の併称。
一般には十信から十廻向までは凡夫で、十地の初地以上から聖者の位とする。
天台は十住以上を無明の煩悩を断じた聖位とする。
日蓮聖人は妙法五字の受持により五十二位の次第を経ないで成仏すると説く。


線
種類・相対　　
種類は就類種で、就類種・相対種の二種開会（かいえ）のこと。
経の聴聞・礼拝などを成仏の種であるとするのが就類種、煩悩・業・苦の三道がただちに法身・般若・解脱の三徳であるとするのを相対種という。
前者は後天的な修徳（しゆとく）、後者は先天的な性徳（しようとく）である。
就類・相対の二種で、善悪の機をすべて救済できる。
日蓮聖人は、相対種を法華経受持による即身成仏として説いている。



(95)

N N N I I
A |

ooo

A
e e e e
e e e
e e e e

o o o o

oooog

OOOO0OOO0O0O0O0O0O0O00O0 0000000000000 000000000000

N e I
N Ny I N N T I
OO0OO0OO0O0O0OO0O0O0O000O0O00O0 000000000000 0000000000008

oooog oo

OO0O0O0O0OoOoOoOoOoOoOooOn

e e |
e A
e e

e s |



(96)

Oooooag

N N N I I
A |
A

OOoOO0Oo0ooOooOoOoOooOooon

N e o

N N N N I
OO0OOOOO0O0O0O0O0O0O00O0O000O0O0O00O0O0O0O0O0O0O0O00O0O0O000 O O0OO0OO0OO00O000 O

N o

oo

N R e
e e
e
e

OOO0OO0OO0OOC0O0O0O0OO000O000O0O00O0O0O000O0O00O00000

OOOOO0O0O0O OOOO0OO0O0O0O0OO0O00O0O0O0000O0O00O0O0000O0000000043

N o o Y |



(97)

I N

N e e |

o oo oooog o oo

N N N

oooo ooo oooo oooo oooo oooo oo oooo

OOO0OOO0OO0O0O0O0000O0O0O0O0O00O000O0 000000 0000000000004
R R |

N Y |

N N N Y
oooo

OO0O0O0OO0OO0OOC0O0OO0O00O00O0O0O0 0000 0000000000000 000000000

o o oo

R
e e
e

N e e

DOoOoooooooo¥ 0000000000 00d0d0do0ooooooOooooooo

N I I |

oooooooo oooog

N N N Y 0



(98)

oooag

N

N O B Y B O
N N T I I
N N T I I
e e e
e e e

e

oooa ooooo oooog oooo o a o

OO0O0O0O0OO0O0O0 0000000000000 000000000000 00O0000a 08

N N N

ooog o

OO0OO0OO0O0O0OO0O0O0O00O0 0000 000000 0000000000000 0080

OOOoOoOoOoOonond

Y
e
e A
e e

e s |


線
鳩摩羅什　　
三四四～四一三。羅什と略称し、中国南北朝時代初期の僧。亀茲（きじ）国の人で、経典の漢訳に従事し、法華経・般若経・大智度論など三十五部三百余巻を翻訳した。
門下三千余人ともいわれる。
日蓮聖人は羅什の法華経翻訳の業を高く評価し、法華仏教の基礎を築いた先駆者として位置づけている。
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線
定散　　
定善（定心の善）と散善（散心の善）のこと。
定善とは、妄想雑念を払い心を集中して仏と浄土を一心に念ずることで、禅定・三昧をさす。
散善とは日常の散乱する心のままで善を修めること。
観無量寿経に説く浄土へ往生するための十六種の観法を善導が定散二善にまとめ、仏の本意は念仏の一行にありとした。
法然はこれをうけて称名念仏を正行とした。
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線
雪山童子　　
釈尊の本生譚（過去世の因縁譚）の一つで、涅槃経聖行（しようぎよう）品に説かれる。
釈尊が過去世に雪山童子として修行中に、鬼神の説く「諸行無常、是生滅法」の偈を聞き、残りの半偈を説くよう願ったところ、鬼神は飢えのため説けないと答えた。
童子は自分の血肉を与えるから説くように請い、「生滅滅已、寂滅為楽」の偈を聞いたという。
日蓮聖人は雪山童子の死身求法の物語を求法者の典型とし、自らの不惜身命の法華経弘通の指針としている。


線
常啼　　
大品般若経に説かれる常啼菩薩のこと。啼（な）いて般若波羅蜜を求めて東方に向かい、曇無竭（どんむかつ）菩薩に会って本懐を遂げる。
その際、帝釈（たいしやく）天が求法の志をためした時、常啼が供養のため自己の骨肉を切り売った故事は有名である。
日蓮聖人は、捨身求法の典型としてその名をあげている。


線
諸行往生　　
念仏以外のもろもろの善行も往生浄土の行であるとすること。
法然は称名念仏以外のすべての諸行を否定したが、覚明房長西とその弟子の道阿道教や聖光房弁長とその弟子の然阿良忠らの諸行往生を説く者が現われた。
日蓮聖人は、念仏宗におけるこうした教義の矛盾を指摘し、厳しく批判している。
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線
仙予王　　
釈尊の本生譚（過去世の因縁讃）の一つで、涅槃経聖行（しようぎよう）品に説かれる。
釈尊が過去世に仙予王と生まれて菩薩の道を行じていた時、大乗経典を誹謗した婆羅門を殺したが、殺生罪の報いを受けなかっただけでなく、永く地獄に堕ちることがなかった。
これは大乗経を護持した力によると説く。
日蓮聖人は仙予王を有徳王とともに正法護持の典型として高く評価し、謗法断罪の論拠とした。
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線
善知識　　
善き友、真の友人。仏教の正しい道理を説き、利益を与え悟りの道へ導いてくれる人をいう。
悪知識に対する語。
法華経妙荘厳王本事品では、善知識は衆生に菩提心を起こさせると説く。
善知識を重視した日蓮聖人は、末法には真の善知識がいないので法華経を善知識とするという。
また聖人は、聖人に迫害を加えた北条時宗を善知識と呼んだが、これは聖人に法華経色読の縁を結ばせたことからの表現である。


線
悪知識　　
悪しき友、悪師のこと。
善知識に対する語。
悪法邪法を説いて人びとを迷わせ邪見に導く者や、仏道を妨げる者などをさす。
法華経譬喩品に「悪知識を捨てて善友に親近する」と説く。日蓮聖人は、人の善心を破り、謗法に導く者を悪知識とし、法然をはじめ法華経修行を妨げる者を名ざしで批判している。
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線
摩訶止観　　十巻。天台智宮の講述を章安灌頂が筆録した書。法華玄義・法華文句によって明かされた法華経の真理を、実践体得するための修行法として十境十乗の観法を説く。日蓮聖人は、第七正観章に説かれる一念三千を天台教学の極説とし、法華経の根本真理・仏種であると見た。しかし一念三千の観法は末法の時代に合わないといって、妙法五字の受持による信心行を本門事の一念三千とし、末法の行法とした。
摩訶止観　　十巻。
天台智顗の講述を章安灌頂が筆録した書。
法華玄義・法華文句によって明かされた法華経の真理を、実践体得するための修行法として十境十乗の観法を説く。
日蓮聖人は、第七正観章に説かれる一念三千を天台教学の極説とし、法華経の根本真理・仏種であると見た。
しかし一念三千の観法は末法の時代に合わないといって、妙法五字の受持による信心行を本門事の一念三千とし、末法の行法とした。
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線
弘決　　
摩訶止観輔行伝（ふぎようでん）弘決のこと。止観弘決、止観輔行ともいう。
妙楽大師湛然（たんねん）が天台智顗の摩訶止観十巻を注釈した書。
止観に説かれた実践修行の妙行を明らかにすると同時に、天台滅後に生じた異義を破折するために著わした。
日蓮聖人は、止観と並べてしばしば引用し、自説の援証としているように、聖人教学の形成に大きな影響を与えている。
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線
未来記　　
未来のことを予想し予言した経典や文書などのこと。
日蓮聖人は法華経および末法の様相を説いている大集経・（だいしつきよう）仁王経などの諸経典を未来記とし、さらに天台・妙楽・伝教などの先師の著書も未来記としている。
とくに法華経勧持品（かんじほん）の二十行の偈と薬王品の広宣流布の文は、聖人の弘経活動を支えた仏の未来記であった。
また立正安国論は聖人の未来記である。
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線
提婆達多　　
提婆・調達（ちようだつ）ともいい、阿難の兄、釈尊のいとこにあたる。
釈尊に従って出家し、八万法蔵を暗誦するほど智恵がすぐれていたが、世俗的名利への執着が強く、釈尊に敵対して五逆罪の中の出仏身血・殺阿羅漢・破和合僧の三逆罪を犯して無間地獄へ堕ちた。
日蓮聖人は、法華経提婆品で提婆達多が成仏の保証を受けた経説にもとづいて、一切の悪人も謗法者も法華経によって救われることを説いた。
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線
四禅定　　
色界（浄妙な物質によって成立している世界）に生まれるために修する四段階の瞑想、精神統一のさまをいう。
初禅・第二禅・第三禅・第四禅の段階を経て、欲界の迷いを超えて色界の天に生まれることができるという。
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線
善財童子　　
華厳経入法界品に出る。
善財童子は文殊師利菩薩に会って菩提心を起こし、法を求めて南に向かい、善知識を探し求めた。五十三知識を遍歴したが、二十八人目に観音、五十二人目に弥勒、最後に普賢菩薩に会って正覚を得て法界に証入したという。
日蓮聖人は捨身求法の典型として雪山童子・楽法梵志と並べあげている。


線
班足　　
仁王経護国品にみえる。班足王は外道の教えを信奉し、千人の王の頭を神に捧げようとして最後に普明（ふみよう）王を捕えた。
普明は請うて百座仁王会を設ける。
班足王はその講師の説法を聞いて改悔した。
日蓮聖人は、班足王の改信の故事を引いて、普明は班足を仏道に誘引した善知識であると説く。


線
妙荘厳　　
法華経妙荘厳王本事品に説かれる妙荘厳王のこと。
王は外道の教えを信奉し邪見強盛であったが、妻の浄徳夫人と浄蔵・浄眼の二子の導きによって仏の所に詣り、その教化を受けて邪見を改め、仏から成仏の保証を得た。
日蓮聖人は、妙荘厳王を、阿闍世王とともに邪見に住した悪人であったが、法華経によって成仏できた悪人成仏の例とする。
さらに二子と夫人とを法華信仰に導いた善知識であると説く。


線
阿闍世王　　
中インド・マガダ国の王。提婆達多（だいばだつた）にそそのかされて父の頻婆娑羅（びんばしやら）王を殺し、母の韋提希（いだいけ）夫人を幽閉し、象に酒を飲ませて仏を殺そうとするなど、極悪人の象徴とされる。
のちに心を改めて釈尊の教えに帰依し、仏滅後の経典結集（けつじゆう）の時には大檀越として外護した。
日蓮聖人は、五逆罪を犯した悪人の阿闍世王も法華経の教えによって救われたと悪人成仏の実例とし、末法の人びとに法華信仰を勧める。
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線
　六通　　
六神通（じんずう）のこと。仏や菩薩などがもつ六種の不思議な能力をいう。
天眼（てんげん）通（あらゆるものを見通す）。
天耳（てんに）通（あらゆる音を聴く）。
他心通（他人の考えがわかる）。
宿命（しゆくみよう）通（過去世の生涯がわかる）。
神足通（自由自在な飛行・変身）。
漏尽（ろじん）通（すべての煩悩を断じ尽くす）。
この中、漏尽通を除く他を五通（神通）という。


線
名字・観行　　
天台大師が立てた法華円教の菩薩が修行する六つの階位（六即（ろくそく））の中の第二の名字即と第三の観行即のこと。
名字即は経巻や善知識に従って法華経の名字を聞き、信順するに至った位。
観行即は所聞の仏法を体得するため実践修行する位で、教理と自己の智恵が相応一致し修行に励む位。
日蓮聖人は、六即の階位を経ないで、妙法五字の題目を信じ唱えたとき、ただちに成仏を決定する名字即成仏を説く。
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線
有徳（得）王　　
釈尊の本生譚（ほんじようたん）（過去世の因縁談）の一つで、涅槃経金剛身（こんごうしん）品に説かれる。
正法を弘通する覚徳（かくとく）比丘を護って殉教戦死した王。日蓮聖人は仙予王の故事とともに正法護持・謗法対治の典型として高く評価し、謗法断罪の論拠とし、自らの折伏逆化の実践を支える経証とした。


線
阿閦仏　　
梵語アクショービヤの音写で、不動・無動と訳す。阿閦仏国経などでは東方にある阿毘羅提（あびらだい）（妙喜・善快）国に住し、説法するという。法華経化城喩品（けじようゆほん）では前生は大通智勝仏の十六王子の第一子で、東方に成仏し法華経を説法するという。
涅槃経では歓喜仏の末世に殉教した有徳（うとく）王が阿閦の国に生じたと説く。
密教では金剛界の五仏の一で大円鏡智発菩提心門を表す。
日蓮聖人が立正安国論などに引用するのは涅槃経の記述。
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線
未来記　　
未来のことを予想し予言した経典や文書などのこと。
日蓮聖人は法華経および末法の様相を説いている大集経・（だいしつきよう）仁王経などの諸経典を未来記とし、さらに天台・妙楽・伝教などの先師の著書も未来記としている。
とくに法華経勧持品（かんじほん）の二十行の偈と薬王品の広宣流布の文は、聖人の弘経活動を支えた仏の未来記であった。
また立正安国論は聖人の未来記である。
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線
提婆達多品　　
法華経第十二章のこと。
前半は釈尊に敵対した提婆達多の過去世の本事を説いて、未来成仏の保証を与え、悪人成仏の経力を示す。
後半は八歳の竜女が文殊師利菩薩の教化で、法華経による即身成仏の実証を示し、女人成仏の道を開いた。
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